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　か
つ
て
沖
縄
で
は
、薪
や
木
炭
が

家
庭
に
欠
か
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
し
た
。
主
な
供
給
地
は
や
ん
ば
る

の
山
や
森
。
自
然
の
恵
み
が「
山
原

船
」で
首
里
や
那
覇
な
ど
の
消
費
地
に

届
け
ら
れ
、日
常
生
活
を
支
え
ま
し
た
。

ま
た
、沖
縄
の
燃
料
資
源
と
し
て
注

目
さ
れ
た
も
の
が
石
炭
。
西
表
島
の

西
表
炭
鉱
で
は
、炭
鉱
夫
た
ち
が
過

酷
な
環
境
下
で
石
炭
を
掘
り
出
し

ま
し
た
が
、
マ
ラ
リ
ア
の
ま
ん
延
や

採
算
性
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　明
治
時
代
に
な
る
と
、
県
内
各
地

に
小
規
模
な
電
力
会
社
が
設
立
さ
れ
、

電
力
が
供
給
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
は
、

米
軍
基
地
用
に
牧
港
火
力
発
電
所
が

建
設
さ
れ
、
そ
の
余
剰
電
力
を
住
民

に
供
給
す
る
た
め
に
、
琉
球
電
力
公

や
石
炭
に
代
わ
る
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト
や
供
給
量
な
ど
克
服
す
べ
き

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
沖
縄
に
降
り

注
ぐ
太
陽
の
光
、
島
を
吹
き
抜
け
る

風
、
美
し
い
豊
か
な
海
が
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
で
は
、
2
0
2
1
年
に

「
沖
縄
県
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」を
策
定
。

2
0
5
0
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
脱

炭
素
化
を
目
標
に
掲
げ
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
構
築
に
向
け

て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

次世代型バイオ燃料(SAF、RD)の生産に向けて

久米島にある沖縄県海洋深層水研究所
では、深層水を農業や海ぶどう、車えび、
牡蠣の養殖に利用。冷たい海洋深層水
と温かい表層水の温度差を利用した発
電の実証も実施。深層水の複合利用で
産業振興を図る試みは、島しょ国の課
題を解決する「久米島モデル」として注
目されています。

2021年に稼働した中城バイオマス発
電所では、パーム椰子殻や木質ペレッ
トを燃料に発電しています。木質燃料
が成長過程で二酸化炭素（CO2）を吸収
することから、環境に優しい次世代エ
ネルギーとして注目されています。

琉球王国時代より、西表島の「燃える石」
の存在が確認されていましたが、明治
期になると、山縣有朋の提案により三
井物産が開発に着手。しかし、マラリ
アのまん延に苦しめられ間もなく撤退。
その後、いくつかの企業が開発に乗り
出しましたが採算性に乏しく、1960
年代前半に事業が中止されました。

エネルギー生産とセットのCO2問題。沖縄では航空機やトラック、バスなどの
排出量が多く、そこで注目されているのが、 植物や廃食用油由来の「再生航空
燃料（SAF）」や「軽油代替燃料（RD）」。西原町にある南西石油（株）では、サトウ
キビから生産し、または国内外から仕入れたエタノールでバイオ燃料を製造す
る計画が進行中。また、ここ数年では、沖縄の廃食用油がバイオ燃料の原材料
として海外へ多く輸出されており、新たな燃料が使われる未来は近そうです。

沖
縄
エ
ネ
ル
ギ
ー
年
表

沖
縄
エ
ネ
ル
ギ
ー
年
表

産業の歴史をひもとく年代記

県民の暮らしに密接に関わる

さまざまな産業はどう始まった？

その変遷と展望を紹介します。

暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
る

エ
ネ
ル
ギ
ー

三
井
物
産
が
西
表
炭
鉱
で
の
採
掘
事
業
開
始

1
8
8
6
年

沖
縄
電
気（
株
）設
立

1
9
1
0
年

琉
球
石
油（
株
）（
現（
株
）り
ゅ
う
せ
き
）設
立

1
9
5
0
年

琉
球
電
力
公
社（
現
沖
縄
電
力（
株
））設
立

1
9
5
4
年

エ
ッ
ソ・ス
タ
ン
ダ
ー
ド
沖
縄（
株
）

（
現
南
西
石
油（
株
））設
立

1
9
6
8
年

沖
縄
石
油
基
地（
株
）設
立

1
9
7
3
年

牧
港
火
力
発
電
所
が
運
転
を
開
始
し
、

米
軍
基
地
な
ら
び
に
民
間
へ
電
力
供
給
開
始

1
9
5
3
年

沖
縄
瓦
斯（
株
）（
現
沖
縄
ガ
ス（
株
））設
立

1
9
5
8
年

ガ
ル
フ
石
油
精
製（
株
）

（
現
沖
縄
タ
ー
ミ
ナ
ル（
株
））設
立

1
9
7
0
年

沖
縄
電
力（
株
）の
民
営
化

1
9
8
8
年

「
沖
縄
県
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー・イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」策
定

2
0
2
1
年

中
城
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
運
転
開
始

2
0
2
1
年

明
治

昭
和

宮
古
島
で
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
事
業
化
の

実
証
実
験
開
始

2
0
0
4
年

波
照
間
島
に
国
内
初
の
可
倒
式
風
力
発
電
導
入

2
0
0
9
年

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）実
施

2
0
1
2
年

久
米
島
で
沖
縄
県
海
洋
温
度
差
発
電

実
証
設
備
に
よ
る
発
電
に
成
功

2
0
1
3
年

南
西
石
油（
株
）が
県
内
で
の

石
油
精
製
事
業
を
終
了

2
0
1
5
年

沖
縄
石
油
基
地
内
の
遊
休
地
で

う
る
ま
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
送
電
開
始

2
0
1
5
年

平
成

令
和

監修・山内昌斗（専修大学経営学部教授）

（那覇市歴史博物館提供）（イーレックス（株）提供）（沖縄県産業政策課提供）

社（
現
在
の
沖
縄
電
力（
株
））が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ガ
ス
や

石
油
製
品
の
供
給
会
社
が
設
立
さ
れ
、

家
庭
や
企
業
で
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
化
石
燃
料
へ
と
変
わ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
本
土
復
帰
前
後
に
は
、

経
済
活
性
化
を
目
的
に
、石
油
精
製
・

備
蓄
企
業
が
誘
致
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
経
済
・

社
会
活
動
に
お
い
て
不
可
欠
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た

現
在
で
は
、
太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
、
風
力
発
電
な
ど
、
石
油

海洋温度差発電実証試験
の取り組み

中城バイオマス発電所
次世代エネルギーへの転換

西表炭鉱
西表島の燃える石

注目トピックス

3 2 1

サトウキビ、
廃食用油の使用

バイオ燃料精製バスやトラックなどで使用

バイオ
ディーゼル燃

料の

サイクル

バイオ
ディーゼル燃

料の

サイクル

台所で
薪で火を焚いて

調理

CO2排出が
少ないエネルギー

1964年に撮影された半農の
一般家庭の台所
（沖縄県公文書館所蔵）

燃料となる薪を運ぶのにも使われた
山原船（那覇市歴史博物館提供）

電気がまだ通っていない時代は薪が大切な
エネルギー源だった（那覇市歴史博物館提供）

那覇市西町にあった
戦後の沖縄ガス社屋（那覇市歴史博物館提供）

LNG（液化天然ガス）はCO2排出が少ない
エネルギーとして注目（沖縄電力（株）提供）

宮古島西平安名崎の風力発電
（沖縄電力（株）提供）

名護市安部に設置
されたソーラーパ

ネル（沖縄電力（株
）提供） 1953年に運転を開始した牧港火力発電所（沖縄電力（株）提供）

戦前、戦後すぐは
薪や石炭が燃料

発電所や
ガス会社の
設立！

7 6美 ら 島 沖 縄 2024.9 美 ら 島 沖 縄 2024.9
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